
工業大会結果報告 

♦工業大会各試合結果♦ 

予選リーグ 1位通過 

準々決勝 対 練馬工業１－０、 

準決勝  対 田無工業３－１ 

決勝   対 多摩工業１－０ 

選手権予選では都大会出場という高い壁に後一歩叶わなかったサッカー部ですが、年度当初に

チームとして掲げたもう 1つの目標の「工業大会優勝」にむけて前を向いて活動してきまし

た。準々決勝、準決勝と厳しい試合も粘り強く戦い決勝まで進出することが出来ました。 

1 月 5 日、工業大会決勝戦 対 多摩工業が代々木公園サッカー場にて行われました。年末年始の

忙しい時期でも、今できる限りの最大限の準備をして挑みました。決勝戦でありながら無観客試

合で、今まで支えてくださった人々に試合を見せることは叶いませんでしたが、 

「自分達を支えてくれる全ての人に感謝の気持ちをもって、最後まで走り切る」 

ことをチームの約束としてピッチに送り出しました。 

決勝だけあり、互いに負けたくないという気持ちが前面にでていて、一つのミスが負けにつな

がってしまう緊張感のある立ち上がりでした。チャンスがあるも点につなげられず、カウンター

からピンチを招き、何としても先制点をとって優位に試合を進めたいとチームでは話していまし

た。しかし、前後半戦ってお互い無得点で勝負の延長戦。延長前半でも決めきれず、PK戦を意識

し始めた延長後半、前からプレスをかけ転がったルーズボール、力を振り絞りラインをわらない

ように必死に残したボールがペナルティエリア中央付近まで繋がり、狙いすましたシュート。チ

ーム全員の気持ちがこもったシュートはそのままゴールに吸い込まれ

しかし、今までのチームではこの後すぐに失点するケースも多くチームとしての真価が問われ

る残り時間でした。ただ、少ない人数でもずっと変わらない仲間で頑張ってきた選手たち、全員

がハードワークをし、気持ちを切らすことなく  

部員数も少なく、交代人数も少ないチーム。決勝は今までやってきたことが全て発揮できた試

合だったと思います。選手権 1次予選では後半の最後は多くの選手が足をつり、走れなくなり逆

転負け。しかし、決勝では延長までもつれる試合も、最後まで気持ちがきれることもフィジカル

的にも問題なく全員が最後まで走り切ることが出来ました。選手権での悔しい思いを糧に更に成

長したからこそ“初タイトル”を掴むことが出来ました。これで 3年生は引退です。 

どんな環境でも前を向き続け素晴らしい結果を残した 3年生に顧問として

心から感謝しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


